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★今月の誕生日  

田島和子メン（１４日） 

須田哲史メン（２２日） 

斉藤容子ﾒﾈｯﾄ（15 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025-2026 年度役員 

会 長  鮎澤正和 

副会長  金丸満雄 

書 記  金丸満雄 

会 計    田島和子 

担当主事 沖 利柯 

 

２月例会 

 

出席者           10 名   ﾋﾞｼﾞﾀｰ     名 

ひがし出席数    9 名   ゲスト   1 名 

（在籍数 14 名 広義会員２名） 

 

   ひがし会員出席率 ７５ ％ 

 

 

スマイル 

2025-2026 年度 

  ２ 月 8,500円 

 

累計 48,416円 

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

TOKYO HIGASHI  
CHARTERED 1988 

〒135-0016 江東区東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽町ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ  ℡03-3615-5565   

国際会長：エドワード・オン(ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ) 主題「信念、愛、行動」 

アジア太平洋地域会長：田上 正（日本)主題「信念と愛を持って行動しよう！」 

東日本区理事：山下 真(十勝)  主題:「ワイズのらしさ再発見」 

関東東部部長：鈴木雅博(江東) 主題:「CHANGE(変革)若者から発信！」 

東京ひがしクラブ会長：鮎澤正和 主題「マンネリを楽しみながらさらに前へ！ 」 
 
 
 
            

 
           

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2025-2026 年度 

     ３月号 

NO．４３６ 

✞今月の聖句✞ 

『怒ることがあっても、罪を犯してはなりませ 

ん。日が暮れるまで怒ったままでいてはいけ 

ません。』 

―エフェソの信徒への手紙 4 章 26 節― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強調月間 

Ｃ Ｓ 

ワイズメネット 

 Green Program 

 

 

３ 月 例 会  

と き 2026 年３月 12 日（木） 

    19:00～20:30 

    ZOOM 例会 

             

★プログラム       司会：金丸満雄 

開会挨拶       会長 鮎澤正和            

3.11 追悼祈祷 

東北大地震その後の復興 

仙台青葉城クラブとのリモート交流 

各種報告 

閉会の言葉            

 

 

 

 

               
      

 

 

ひがしクラブのＣＳ事業活動 

 ３月はＣＳ強調月間。ひがしクラブのＣＳ事業の一

つに、東京大空襲の犠牲者への追悼として、江東区内

の慰霊碑巡り「ピースウォーク」を、毎年３月１０日

に合わせて主催している。犠牲者の追悼とともに平和

への祈りを捧げるこの活動は、今年で３０回の開催を

迎えた。長きにわたり続けてきたこのＣＳ事業は、ク

ラブにとって大きな誇りとなっている。一方で、深刻

な課題として長年参加してきた方々の高齢化に伴い、

参加者が減少傾向となっている。同時に主催者側のひ

がしクラブメンバーも少数化と高齢化で、今後の運営

や体制に懸念を抱いている。今後の実施体制そして継

承を真剣に考える時が来ている。 

 そのほかのＣＳ活動としては、「江東区民まつり」

「江東こどもまつり」への参加は、区民との触れ合い

を通じ地域コミュニティーの活性化に寄与している。

また、YMCA サービス活動では、東陽町コミュニティ

ーセンターが実施する、各種プログラムに積極的に支

援協力を継続し、青少年の育成や地域福祉の向上を支

えている。 

 ひがしクラブのＣＳ活動に共鳴され、ひがしクラブ

に入会されたメンバーもいる。そして、４月にはユー

スリーダーが卒業を機に入会する。ＣＳ活動は、会員

増強への希望の道となりえることを信じ、これからも

地道に活動を進め会員増強に結び付けたい。 

 



 

 
 2 月 12 日(木)、グランチャ東雲副館長の菅野牧夫氏より

「グランチャ東雲の現状と新たな試み」をテーマに話を伺っ

た。2011 年 4 月開業に向け準備の中、東日本大地震により

プールに水があふれ、各フロアーが水浸しになった話からス

タート。施設の目標 1.高齢者の生きがいの場所の提供 2.

高齢者の健康維持 3.子育て支援事業の充実 4.交流の促

進 5.地域共生社会への取り組み等々、この目的を基に

運営を行い様々な事業を展開していると現状説明があっ

た。そして、高齢者の

健康と生きがい作り、

子どもの成長を見守り

その親のサポートで地

域と連携して町作りを

けん引する施設を目指

す。等々、新たな試み

を実施し入館者増を図

ることなど意気込みが

述べられ終了した。 

 

 
2 月のメニューは、チャーハン・具だくさんの中華ス

ープ・春雨中華サラダ・卵トマト炒め・スイーツ＆みか

んでした。チャーハンは毎回大人気で、故飯田さん手作

りの鉄板で、一度に約 10 人前を炒めるチャーハンは最

高です。今回も、何度

もおかわりに来る子供

たちにほころんだ。 

 食後は、キャンプソ

ングをみんなで歌い、

今月も、多くのお土産

が入った袋が手渡され

終了した。 

★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★＊★ 

ＹＭＣＡニュース     
担当主事 沖 利柯  

▼ソシアスフォーラム 2025 

1 月 31 日、会員部主催の「ソシアスフォーラム

2025」が山手センターで開催され、会員、職員、ボ

ランティアなど、78 名（内 26 名はオンライン）が

参加しました。前半では、中期計画推進委員長の上田

晶平氏より「TOKYO YMCA VISION150」の進捗

状況の報告があった後、大江浩氏（社会福祉法人賛育

会法人事務局ミッションサポート部部長・赤ちゃんの

いのちを守るプロジェクト事務局長）より『「赤ちゃ

んのいのちを守るプロジェクト」が問うこと』と題し

て基調講演をいただきました。後半は、小グループに

分かれ、意見交換をした後、ユースリーダーによるレ

クリエーションやキャンプソングを楽しみ、能登半島

地震・豪雨被災者支援のための物産販売も行いました。 

▼春季キャンプ・スクール受付開始 

2 月 12 日より、春季キャンプ・スクールの受付を開

始しました。スキー、水泳、英語、キャンプなどの各種

プログラムを準備しています。今回もフレンドシップフ

ァンドを活用し、経済的に困難なご家庭には所得に応じ

て参加費を援助するよていです。 

▼ピンクシャツウィーク 

東陽町コミュニティーセンターでは 2 月 9 日～2 月

27 日までピンクシャツウィークとしていじめ反対のイ

ベントを行いました。副題を「みんなちがってみんない

い」とし、誰もが必要な存在であることを訴えました。

いじめられて悲しい思いをしている人、逆にいじめてし

まっている人にかける言葉を、自分の好きな色の紙に書

いて貼ってもらいました。 

子どもたちは一生懸

命に考えたくさんの素

敵な言葉が書かれてい

ました。ピンクシャツ

デイに限らずいじめ反

対の思いを、今後も伝

えていきたいと思って

います。 

▼陽春の集い 

 2 月 28 日に恒例の陽春の集いを行いました。東陽 1

丁目、2 丁目を中心に地域の高齢者 97 名にボランティ

アを含め 122 名の会となりました。近隣小学校の先生

方に協力いただきおいしいお餅がつきあがり、ひがしク

ラブのみならず、東京クラブ、グリーンクラブのワイズ

メン、会員、スタッフみんなでおいしいお雑煮を完成さ

せることができました。食事のあとは落語とハッピーブ

ラザースの歌謡ショーで盛り上がり、楽しい一日を過ご

すことができました。ご協力ありがとうございました。 

 

２月例会(TOF)報告 

２月こどもダイニング 

＝寄稿＝              野澤一弘 

１月１４日衆議院を解散して、高市早苗内閣は日

本国の首相として最適か否かを、「皆さんが手にし

ている一票を役たてて欲しい。与党で過半数を目指

し高い支持率を託して貰えるか」と訴えた。まる３

０分間、彼女は官僚の作った現行のポイントのみを

チェックし自分のおもいを、手始めに物価高の世相

に手を打つ施策を口にし、「挑戦のない国に未来は

ない、選挙に際して首相として進退をかける」と明

言して選挙に臨んだ。あのスマイルの笑顔も我々に

受け、歴史的な勝利との結果となったのである。 

今日現在、株価の日経平均値も５万円台の後半を

記録し、NY 株も５万ドルを突破したとの状態だ。

昨年の今頃は、トランプ大統領がサインなし関税問

題で各国にさわぎを巻き起こしていたが、現在はち

ょっと静かにしているとの感じがする。 

以上、私のたわ言です。 
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